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鈴木重貞
（1）
佐藤春夫は「近代日本文学の展望」の冒頭に書いている。 「明治の文学
は天明のプレ・ロマンティシズムを継承展開して世界的にしたロマンティ
シズムの文学である」と。日夏歌之介氏は「明治大正詩史」の上巻に「明
治浪漫詩展開の顛末」という副題をつけた。
明治維新以来，胎動しつつあった新文学の機運は，時代の青春と人の青
春とがめでだくも相重って，明治の文学は浪漫主義の文学となった。而も
我国の浪漫主義運動が，西欧浪漫派の思潮，作品を負慾に吸収したことは
今更事新らしく述べるまでもあるまい。
本間久雄氏は「明治文学史」に於て， 19世紀初頭のイギリス浪漫主義並
びにドイツ浪漫主義の影響，取り分け， イギリスではバイロンとか， シエ
リーとか， ドイツでは特にゲーテなどの影響を多分に認めているのである
が， この場合，甚だ広義に使用されているドイツ浪漫主義を，文学史上の
独逸浪漫派と区別して考えてみることも，あながち無用の事ではあるまい
と思われる。此事を頭に置きながら， ドイツ文学移植の跡を回顧してみた
い。
明治21年（1888）森鴎外の帰朝以前に，ハウフやグリムの童話が紹介さ
れたけれども，彼らが独逸浪漫派に属しているとしても，又童話が独逸浪
漫派の著しい特色をなしているとしても， 日本の浪漫主義運動に働きかけ
たということはあるまい。それらは若干の怪奇趣味，異国趣味を刺戟した
かも知れないが，高く又深い浪漫的心情を抱かせたわけではなかった。22
年3月から7月にわたって，鴎外はホフマンの「スキュデリー嬢」を訳し
73
｢玉を懐いて罪あり」と題して読売新聞に連載した。島田謹二氏によれば，
原文はPaulHeyseとHermannKUrz共編のDeutscherNovellen-
schatz全24冊の第1冊からとられたもので，特に独逸浪漫派を紹介しよう
という意図に出たのではなかった。のち「水沫集」に収められたが， その
改訂版の序に「EdgerPoeを読む人は更にHoffmannに遡らざるべか
らず。この篇の如き，やや我嗜好に遠きものなるを，当時強ひて日刊新聞
に訳載せしは，世の探偵小説を好む人々に，せめてはこの種の趣味を知ら
しめんとおもひしなり」と書いた。当時流行した黒岩涙香などのファンに
対する言葉であった。
この年8月に出た鴎外ら新声社(S･S。S)同人による訳詩集「於母
影」も，同じように特定の作家作品を紹介しようという意図はなく，ただ
西欧詩の多様さの見本を示そうとする啓蒙的意図によるのであった。 この
中に訳されたドイツ詩は,Goethe,Heine,Lenau,Scheffe1,J.Kerner,
EduardFerrand,KarlGerock,KarlWoermannの八名で，レーナウ
とシェッフエルが各二篇，他は各一篇である。 これも島田氏によれば，ゲ
ーテはレクラム版の全集から， レーナウも同じくレクラムの全集から， シ
ェッフエルは「ゼッキンゲンの荊叺手」から，他は皆, DeutscheLyrik
seitGoethesTode(AusgewahltvonMaximilianBern,DritteAuf-
lage,Leipzig)からとったのである。訳者はレーナウの「月光」（漢詩）
が鴎外， 「あしの曲」が小金井喜美子，ゲーテの「ミニヨンの歌」が鴎外，
ウェールマンの「思郷」 （漢詩）が鴎外， シェッフエルの｢笛の音」が落
合直文， 「別離」 （漢詩）が鴎外，ハイネの「あまをとめ」が鴎外，ゲーロ
ックの「花薔薇」が井上通泰，ケルナーの「わかれかね」 も通泰，失名氏
の「わが星」とフェルラントの「あるとき」が喜美子と， ほぼ決定されて
いるが，鴎外がすべてに目を通していることは言うまでもあるまい。最初
｢国民之友」の夏期附録に発表された時には， 「わが星jの作者がホフマン
となっていたが「水沫集」に収められた時は失名となって居り，島田氏の
博捜にも拘らず，鴎外文庫の中に原典が見つからなかったという。フェル
ラントとか，ヴェールマンの如きは，普通の文学史（例えばマルティニ）
には記載が見られない。ゲーロックの如きも，わずかに宗教詩人であるこ
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とを知るに過ぎない。しかもゲーロックの「花薔薇」は「海潮音」の「わ
すれなく穣さ」と呼応して，明治訳詩の双壁と言われ， フェルラントの「あ
るとき」も優鋺な情趣，清楚な訳風，全巻屈指の名作と言われている。 「於
母影」が当時の青年男女の浪漫的情熱に火を点じた事は， 「浪漫主義文学
の誕生」に於て笹淵友一氏も述べている通りである。 「笛の音」は島崎藤
村の「若菜集」や「落梅集」に，更には土井晩翠の「天地有情」に， 「ミ
ニヨンの歌」は薄田泣菫の「望郷の歌」に，更に佐藤春夫の「望郷五月の
歌」にまでつながるのであろう。
「於母影」の稿料五十円をもって創刊した「しがらみ草紙」をはじめと
して，雑誌新聞に発表した鴎外の初期翻訳の中から， ドイツ種を拾えば次
の如くである。
折薔薇(Lessing,EmiliaGalotti三木竹二と共訳，柵草紙22.10-25.6)
伝奇トオニイ (K.T.K6rner,Toni読売新聞22.11-12)
ふた夜(F.W.Hacklander,ZweiNachte読売新聞23.1-2)
地震(Kleist,DasErdbeweninChili国民新聞23.3)
埋木(OssipSchubin,DieGeschichteeinesGenies柵草紙23.4-
25.4）
悪因縁(Kleist,DieVerlobunginSt.Domingo国民之友23.4-7)
うきよの波（AdolfStern,？国民之友23.8-11)
黄綬章(F､W・Hacklander,GeschichteeinerWetterfahne東京日日
新聞24.3）
女丈夫（Frentzel,？国民之友25.8)
俘(Lessing,Philotas柵草紙25.9-26.7)
はげあたま (AugustKopisch,EinCarnevalfestauflchia新小説
30.1)
Hacklander(1816-1877)は多作な旅行作家として，当時愛読された
というし,OssipSchnbin(1854-1934)は本名をAloisiaLolaKirsch-
nerというプラーク生れの閨秀作家であるという。AdolfStern(1835-
1907）は，ドレスデンエ業大学で文学史を教えたが，又マイヤーに近い作
風の短篇を書いたという。 「うきよの波」の原題はわからない。 「女丈
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夫」については，鴎外が「Frentzel全集中よりCharlotteCordayが上
を抜き出でつるなり」と書いている。評論家で小説も書いたKarlFren-
zel(1827-1914)と一字違いであるが同じ人であろうか。AugUstKopi-
sch(1799-1853)は，画家であったが，右手を怪我してからは，専ら短
篇作家，詩人として才をふるったという。 これらは何れも我々に耳遠い名
である。
此頃から鴎外は暫く翻訳に遠ざかったが， これまでの翻訳で最も大きな
影響を与えたのは， 「於母影」の他は「埋木」であり， それに正宗白鳥が
明治の青春の書と呼んだアンデルセンの「即興詩人」であった。何れも浪
漫的傾向の豊かなものであり， 日本の浪漫主義運動に寄与するところ多大
であった。
（2）
明治24年（1891）5月，北村透谷は劇詩「蓬莱曲」を出版した。 これは
バイロンの「マンフレッド」とゲーテの「ファウスト」の影響の下に生れ
たと言われている。彼は既に「マンフレッド及びファウスト」という文章
を書いていた。ゲーテが「文学界」の同人たちによって如何に読まれたか
は，岩村行雄氏に「文学界同人とゲーテとの出会い」の一文がある。 「於
母影」の「ミニヨンの歌」によって憧れの心を抱いた島崎藤村は，詩人ギ
ョエテの書いたものを通して， まだ知らなかったような大きな世界のある
ことを想像しはじめているが，英語から西洋文学に入っていった同人達は
イギリスにおけるゲーテに示唆されたり，テーヌの「英文学史」によって
ゲーテに対する興味をそそられたという。 「ファウスト」 「ウイルヘルム
・マイステル」 「ヘルマンとドロテア」 「若きヴェルテルの悩み」などが
読まれ，中でもカッセル版の英訳本｢ヴェルテルの悩み｣は奪いあって読ま
れたという。佐藤春夫によれば，藤村の「農夫」はファウスト第1部を学
んで敢然と企てた雄大な失敗作であるという。
「文学界」は26年1月に創刊されて5年，31年1月，58号で終った。星
野天知，北村透谷，島崎藤村，平田禿木，戸川秋骨，馬場孤蝶，上田柳村
らが同人であったが， 最年長は天知の32才， 最年少の柳村は20才であっ
た。そして此処に日本の浪漫主義文学は誕生したのであった。
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国木田独歩は， 自然主義初期に於ける代表的作家であるが, その本性に
於ては熱烈な浪漫主義者だと言われている。彼が23才から26才まで，即ち
明治26年2月から30年5月までの日記である「欺かざるの記」は，独歩の
人間形成を知る上に絶好の資料であるが，同時に彼が如何なる独逸文学を
読んだかの手がかりにもなるのである。年代は丁度「文学界」発行の期間
にあたる。
明治26年には「ゲーテの『ウェルテルの悲』を借る」（4.29）とあるが
やがて「ファウスト」を読み始め， 「今は零時20分頃なる可し，「ファウス
ト」を読む所なり，左の事を感ず。曰く，吾近来，努めて観察せんと欲し
て，市民の間を漫歩する所以の者は他に非ず，かかる紛々たる中にも必ず
秘密なる人生の法則のひそみ居る事を信ずればなり。而して之を見出すは
則ち観察の目的に非ずや」 （6.12）「「ファウスト」を読んで深く感じた
るは，吾が心情の愈々鋭く,愈々親しく， この大宇宙と深人生の幽支神妙
に接したる思いある事之れなり」 （6.15）と言い「本日ゲーテの「ファウ
スト」を読む。エムブレースすることの拡がる心地す。鳴呼ゲーテを読ん
で何を知りしぞ，何を学びしぞ。知らず少しも知らず，学ばず何事も学ば
ず。ただ自然人生の秘密界に向って吾が直覚の大翼を拡げしことのやや広
くシンセリティーの感その強さを増しエムブレースすることの度を加へし
を覚ゆるのみ。必ずや然り。されど吾が未だ「ファウスト」を読む程に進
歩し居らざることを痛く感ず」 （7.18）と言っているが， その後，祈檮会
の帰り､に独り神田街を散歩して， カーライル訳「ウイルヘルム・マイステ
ル」を60銭で買っている。27年になると「『自然』若しくは『宇宙』に対
しては，吾13日の夜より更に真実なる感想に入りたり。これ実にうれしき
事実ならずや。 『自然』 1人間の生滅する場所なるこの自然。驚奇の念と
敬虐の念とは押へんと欲しておきゆ可からざるなり。かくて吾はゲーテの
ファウスト及びウィルヘルム・マイステルを研究せんと欲するの念はまこ
とに起る。げに嬉しきはこの自然に対して常に真実ならむことならずや」
（4.16）と言い，又此頃出た「ゲーテ｣(十二文豪の一つ）を買ったり，カ
ーライルの「ゲーテ論」を読んだりしているが， 28年になるとシラーの
「テル」を読んだ事が出ている。愛人を得て同棲5カ月，破局の悲歎のう
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ちに「武蔵野」の構想は浮んでくるのであるが， この日記も終りに近く29
年の3月末に「ファウスト」を読みねとある。 この書の後半になると「ジ
ャーマンコース」によってドイツ語の勉強をしているが，ゲーテ， シラー
を味読したいとの意志と思われる。
泉鏡花の「高野聖」は30年代の浪漫思潮の中で書かれたのであるが「明
星」の運動とは直接結びつかず，鏡花個人のロマンティシズム乃至神秘嗜
好性に帰すべきことを，村松定孝氏は言っているが「照葉狂言」に「即興
詩人」 の影が認められている程だから， 鏡花作品のすべてにわたるなら
ば，西欧ロマンティシズムの影響も考えられないことはないであろう。殊
に今日では，ハウプトマンの「沈鐘」の影響が研究されているのだから。
(S)
明治30年代の浪漫主義文学を代表している雑誌「明星」は，33年(1900）
4月に与謝野鉄幹が創刊した。その創刊号には内海月杖がゲーテの「ウエ
ルテルの悲歎」を書き，第3号には独詩評釈「ハイネのノルトゼーゲヂヒ
テン」を書いた。またRT生（高山樗牛）も 「ハイネが事」を書いた。月
杖の独詩評釈は毎号続けられ，第8号にはゲーテの「恋せし人の側」を書
いた。鈴木和子氏の「日本におけるハイネ文献」によると 「於母影」の
「あまをとめ」以来，殆んど毎年の如くハイネは我国に紹介されている
が，伊良子清白も亦明治36年には「文庫」第22巻第1号にシラーの「ヘク
トールの別れ」を載せた他，第3号にはハイネの訳詩十篇を収める「夕づ
っ｣，第24巻第2号にはウーラントの訳詩三篇を収める「夕づつ｣，第4号
にも同じく 「夕づつ」と題してハイネの訳詩五篇を収め，第5号にはウー
ラントの翻案三篇を収めた｡彼は東京外語独語科に在学中,27才であった。
39年には「文庫」第31巻第4号へ「きらら雲」と題してウーラントの訳詩
十篇を訳載した。 （楠井不二氏編，伊良子清白年譜）
30年4月の「文芸倶楽部」には，太田玉茗が「ハイネが詩」を載せてい
る。 「其一」をあげれば，
語れ恋人いかなれば
薔薇はかばかり色あせし
谷間の菫いかなれば
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ちからなげにぞ花咲ける
あがる雲雀の悲しげに
歌ふはあはれ何ゆゑぞ
消ゆるが如くばるさむの
にほふはあはれ何ゆゑぞ。 （以下略） ‘
「杼情挿曲」の一篇であろう。この時の訳詩は他に二篇，翌年10月の同
誌にもハイネを訳載した。清白，玉茗のハイネは当時好訳と言われたので
あるが， 34年11月に出た尾上柴舟の「ハイネの詩」の影響が最も大きかっ
た。白水郎三浦吉兵衞の「西詩余韻」 （35.8）にはゲーテ，シラーと共に
ハイネ， ウーラントも訳されているし，橋本青雨の「詩人ハイネ」 （36.7）
も出た。しかし，我々の心をうったものは，やはり高山樗牛の「わが袖の
記」であった。 冒頭にハイネの「ロマンツェロー」の題詩を原文でかか
げ， 「世をうきものとはたが言ひそめし。想へば袖ふたつには包みかねし
わがこころ， うたてや年をへし長きねざめの友となりね」にはじまり 「わ
れに業ありき，今や之を捨てぬ。われに友ありき，今やこれに離れぬ。 さ
れど行李の裡に一巻の「はいね」集を収めたり。わが業は尚ここにあり，
吾友はなほここにあり。 されど 「はいね」はわが為には不幸なる友なり
き」と言い「飛陽つなぎがたく，流光ささへがたし。潮風，佳謁をむかへ
て室に券蘭のにほひあり。われ残燈にむかひ，孤影蒲然として今も尚「は
いね」を読む」で終って， 「若き悩み」拾遺からの一節が原文で記されて
いる。後年，木村毅氏がこれに考証を加えて一篇の小説を書いた。 「わが
袖の記」は明治30年6月の日付はあるが，最初発表されたのは，35年12月
樗牛が残して後の全集によるのであろうか。大正のはじめ，生田春月によ
る翻訳が出るまで，柴舟と樗牛によるハイネが，おだやかに又激しく青年
の心をゆさぶっていたのであった。
30年代には，草野柴二訳の「ヘルマンとドロテア」， （34.11）久保天随
訳の「ゑるてる」 （37.7)，高橋五郎訳の「ファウスト」第一部(37.8)，小
笠原昌斉訳の「へるまんどろてあ」 （38.1)，橋本青雨訳の「ゲーテの詩」
（38.6）とゲーテの訳が目立つ。シラーは藤沢古雪訳の「オルレアンの少
女」 （36.12)，佐藤芝峰訳の「うゐるへるむてる」 （38.4）の他，秋元芦
79
風の「シルレル詩集」 （39.1）も出た。
柳村上田敏の「海潮音」は明治38年10月に出た。島田氏によれば，その
中に訳されたドイツ詩人七名はヤコボースキー編集の詩華集(NeueLie-
derderbestenneuerenDichterftir'sVolk,zusammengestelltvon
Dr,LudwigJacobowski,Berlin,1899)から訳したものであり，その中
にはウイルヘルム・アレントの「わすれなぐさ」 ， カール・ブッセの「山
のあなた」など屈指の名訳があったけれど，作者の名も今の我々には耳遠
く，わずかにシュトルムの「水無月」やハイネの「花のをとめ」に独逸種
であることを意識するに過ぎない。しかし柳村が主力を注いだフランス象
徴派移植の影響は， まことに驚くべきものがあり，薄田泣菫，蒲原有明，
岩野泡鳴らによる日本象徴詩運動の勃興を促したのであった。
我が詩壇に象徴派の波が押しよせている時，我が国小説界は自然主義の
最盛期であり， 「海潮音」が出た翌年には「破戒」又その翌年には「蒲団」
が出て， 自然主義はその頂点に達した。西欧自然主義の渡来と， 西欧自
然主義のあとに起った新浪漫派の渡来とは，殆ど時を同じうしだのであっ
た。従って明治末期における木下杢太郎の「スバル」や永井荷風の「三田
文学」は従来の浪漫主義とはやや趣を異にしている。
このように見てくると「於母影」以来，我国浪漫主義文学の刺戟となっ
た独逸浪漫主義は，甚だ広義のものであって，文学史上の独逸浪漫派の中
に数えられるものは，ホフマン，アイヘンドルフ， レーナウ, J ・ケルナ
-,T・ケルナー， ウーラント位のもので， 強いて加えれば， クライス
ト，ハイネなどであろうか。
シュトリヒの「ヨーロッパとドイツ古典主義及び浪漫主義」 （伊藤雄訳）
によれば，スタール夫人の「ドイツ論」にはドイツ古典主義と浪漫主義と
が些かも区別されていない。外国人が遠くからドイツ文学を眺めた時，当
時の全ヨーロッパに制約解放的，形象解体的な，言わば浪漫化的影響を与
えたのは， ドイツ古典主義であった。 ヨーロッパの風貌に変化を与えたの
は，晩年の円熟調和の域に達したゲーテでなく， ウェルテルの世界的憂愁
の詩人としての彼であった。 ドイツに制約と諦念を教えた彼の倫理的側面
でなく， 絶対者， 無制約者，無限者をあこがれるフアウストの詩人であ
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っだ。 ヨーロ‘ツパを風摩したドイツ浪漫主義はファウストに源を発してい■
る。即ち全ﾖ'一ロッパの浪漫主義を誘致したのは，ドイツ浪漫主義でなく,
ドイツ古典主義であった。 ドイツ浪漫主義は余りにドイツ的であったため
に，外国人には縁遠かった。 ドイツ浪漫主義がヨーロッパ人に近ずき得る
ようになったのは，ずっと後期の浪漫主義になってからである。ホフマン
及びハイネにおける浪漫主義がそれである。なぜならこれら両人には極め
て理知的な近代的な感覚が本来の浪漫主義と調和して現われているからで
あるとシュトリヒは言う。
この事はやはり我国にも適用出来るように思われる。今では忘れ去られ
た詩人の詩が，思いもよらぬ大きな影響を与えているかも知れないが，大
ざっぱに言って我国の浪漫主義の誕生を刺戟したのは， ドイツ古典主義で
あると言っても言い過ぎではないであろう。それに「ドイツ浪漫主義最後
の詩人」であり，自分の詩の日本移植を喜んだハイネがホフマンの一篇と
共に， ドイツ古典主義と同時に渡来したのであった。又シュトリヒはビュ
ルケルGottfriedAugustBiirger(1747-94)の「レノオレ」(LenOre)
が全ヨーロッパの浪漫主義のための最も顕著な煽動者であったと言ってい
るが’奇しくも，或は当然にも我国に「レノオレ」の影響があった。
武島羽衣は，早くから「文学界」にも詩を寄せていたが，明治28年6月
の「帝国文学」に長篇叙事詩「小夜砧」を発表した。樗牛は翌7月の「太
陽」に於て激賞したので羽衣の名声はあがった。彼は塩井雨江，大町桂月
らと共に大学派と言われていた。樗牛はこの詩を近来有数の作と称しなが
ら‘ 「独逸の詩人ビュルゲルが「レノレ」と謂える詩より所謂換骨脱胎せ
るものと見しは僻目か。是の詩はビュルゲルが作としては有名なるものに
して，英国にてはスコット之を翻訳してWiliamandHelenと題せり，
(尚此外にテーロル，スペンサーなど云う詩人の訳もあり）。 されど翻訳の
常として原作の妙を欠ける所少からず」と述べて「レノオレ」の原文をあ
げて比較検討したのである。日夏氏は樗牛鑑賞の粗筆であることをせめて
いるけれど， 「小夜砧」が当時有数の作であったことは確かであろう。
（4）
笹淵氏の「浪漫主義文学の誕生」は，西欧浪漫主義理論の移植に関して
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も，文献的に頗る詳しい。明治16年，中江兆民が「維氏美学」によって，
はじめてロマンティックの概念を伝えて後， ロマンティックを紹介したの
は鴎外の「しがらみ草紙」であった。七カ所に散見するけれど，浪漫派そ
のものの紹介でなく，文学史的な数行づつの断片に過ぎない。その後引続
きロマンティック関係の文献が出ているけれど，みすずのや（筑水金子馬
治）の「ロマン派の世界観と文学」 （早稲田文学， 28.7-8）に於て，はじ
めて独逸浪漫派の形而上的性格を明らかにしようとした。 この論文は未完
のまま中絶したが「その理解と叙述とは未熟の感を伴っているが，おぼろ
げながら英仏のロマンティックと異る独逸ロマンティックの特色を提示し
て，ロマンティック理解に寄与したことは認めてよい」と笹淵氏は書いて
いる。前述の「文学界」は我国浪漫主義運動の推進力となったのである
が，創刊当時，同人達は西欧ロマンティックの詩人に傾倒したにも拘ら
ず，浪漫主義思潮に対する認識を欠いていた。却て明治28年1月に創刊さ
れた「帝国文学」にロマンティックの紹介が多い。鶴川漁史青木昌吉抄訳
の「典雅潭成の詩歌」 （30.3-5）は独逸クラシック論であるが，クラシッ
クとの関聯からロマンティックを問題にしたのであった。
「しがらみ草紙」は鴎外の出征のため廃刊となり，戦終って29年1月
「めさまし草」が創刊され，文壇の理論的方面を代表したが， ロマンティ
ック論には断片的なものが多かった。
明治33年6月の「太陽」臨時増刊「19世紀」に，上田敏は「19世紀文芸
史」を書き， フィヒテの理想主義， シェリングの自然哲学．シュライエル
マッヘルの神智論が，哲学の方面から浪漫派の勃興を促したことを述べ，
独逸浪漫派の要求は，実在の世界に詩歌の精神を注入し，人生と詩歌と宗
教とを融和せしめるにあると説いた。
大塚保治の「ロマンチックを論じて我邦文芸の現況に及ぶ」 （太陽35.4）
に至ると，自然主義のあとに起った新浪漫派と19世紀初頭の浪漫派とを区
別せんとする心遣いが見られる。 「明星」を中心とする我国浪漫主義の運
動も，漸く定着して主体的に西欧ロマンティシズムに関心を持つに至った
のである。 ．
浪漫主義の概念規定もなかなかに困難に思われるけれど, 「独逸浪漫派
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の時代区分」 も亦困難なることは，玉林憲義氏の説くが如くである。同氏
によって前期浪漫派を1797年から1801年，後期浪漫派を1804年から1815年
までと考えてみたい。前期はわが本居宣長の晩年に当り，後期は小林一茶
の晩年にあたる。我国では北辺漸く騒がしく，林子平が「海国兵談」を著
して独逸兵書を引用したのが1791年，水戸烈公が長崎の和蘭通詞吉雄忠次
郎を指導者として，水戸藩士に独逸兵書の書写を命じたり， 「蘭独対訳字
書」を書写せしめたりしたのが1800年，イルクーツクの総督が，松前奉行
にあて北辺乱暴の申訳をなし，ゴローニンの釈放を要求する書翰を露文の
他，満洲文，独逸文及び日本文で書いたのが1813年のことであった。満
洲語と独逸語（ネメツコイ） とは長崎で読む者がいるだろうとの想定であ
った。その後50年経って，我国の独逸語学習が始まったのであるが，更に
20年を経て森鴎外はドイツに留学した。ドイツにおける文学研究の方法を
大成したと言われる文献学派のシェーラーは，鴎外留学中に残し，藤代素
人が最初のドイツ文学研究者として渡独した1900年（明33)には，シエー
ラーのあとを継いだエーリヒ・シュミットがベルリンン大学にいたのであ
る。雪山暁村の「開拓者としての先生」によると，藤代博士が指導をうけ
た頃は， 48， 9才の働き盛りで，デイルタイの「体験と文学」が未だ公に
されない以前で，文学研究に於ては文献学的歴史的研究の黄金時代であっ
た。文学に於ては自然主義から新浪漫派への時代であり，音楽ではワグナ
ーが隆昌を極めていた。35年12月に帰朝した藤代博士は，翌年の新学期か
ら東大講師として， 日本人最初のドイツ文学の講義を「ロマンティック」
を以て始めたのである。
藤代博士は「帝国文学」の創刊号（28.1）から「レッシングを論ず」を
連載し，引続いて「グスターフ， フライターク」を連載したが，帰朝後，
又「帝国文学」 （36.5）に「ワグネルの世界観と其先蹄」を書いた。国民
劇を起すことは独逸文学史上の大きな目的であって， レッシング以来， ウ
ィーラント，ヘルデル，シルレルなどの努力のあとを述べ，ゲーテがファ
ウスト伝説を戯曲にした如く， ワグネルも遠く古代の神話に材をとった。
ゲーテ，シルレルの後に出たロマンチックの人々も俗文学や神話を尊び，
チーク，シュレーゲル，アルニム，ブレンタアノ皆然りである。ワグネル
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も亦ロマンチックの一人であって，第一に美術を宗教の如く考え，世道人
心を扶植する唯一の方便と考えたのは全くロマンチック風である。晩年基
督教に心を傾けたことも亦ロマンチックである。ショーペンハウエルが音
楽は世界の本源に関係深しとしたことにワグネルは共鳴したが，その厭生
主義は打ち勝ち得べき段階であって，その裏面には道徳的転生の光明が輝
いている。人心頽廃の三原因をあげて，それを救うための新らしき宗教は，
美術の中でも最高位を占めるドラマ,彼の所謂歌劇であることを説明した。
翌年2月の「明星」には「ロマンチックの詩人ノワリス」を書き，山岸光
宣も亦「詩人ノワーリスを論ず」 （帝国文学38.5-7）を書いた。何れも
「夜の讃歌」を中心にノヴァーリスを論じたものである。登張竹風は「新
小説」 （40.11）に「ロマンチックの恋愛観」を書いて,F・シュレーゲ
ルの「ルチンデ」を紹介しつつロマンティックの恋愛観を述べた。片山孤
村も新小説（41.5-6）に「ロマンチックの自然観」を書いて，前年に
出たシュルツェの「19世紀の独逸文学に於ける自然感情の発展」を紹介し
た。
（5）
これよりきき， 34， 5年代に登張竹風は「独逸の轆近文学を論ず」 「ゲ
ルハルト，ハウプトマン」 「フリードリヒ，ニーチェを論ず」などを書い
たが，片山孤村の「神経質の文学」 「精神経質の文学」と同じく， 自然主
義以後の近代派の紹介であった。だが，桜井天壇が「ロマンチック鼓吹に
つきて」 （帝国文学36.5）に於て独逸浪漫派の遊逸主義に陥ることを戒め
ているが如き，独逸浪漫派からの考察もないわけではなかった。我国文壇
の自然主義が頂点を過ぎた明治40年代に入ると，自然主義に対する批判が
現われて来た。その中には吹田芦風の「新ロマンチジスム」 （東京朝日新
聞43.5），桜井天壇の「新ロマンチックより新クラシックへ」 （帝国文学
44.5）などがあるが，和辻哲郎も「日本に於ける新浪漫主義」 （読売新聞
44.5）に於て,JuliusBabのDerMenschaufderBUhneによって新
浪漫主義の性格を述べた。内藤濯の｢独逸の浪漫主義と仏藺西の象徴主義」
（帝国文学44.9）は独逸浪漫派の性格から論じて，フランス象徴主義と通
ずるものがあると書いた。
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評論界は，独逸浪漫派の紹介につづいて， ノヴァーリスなどの研究に入
らんとしながら，新浪漫派の紹介に移って行った。大正年代に入ると共に
鴎外が「ファウスト」を訳し「ギョオテ伝」を書き， ドイツ近代派の作品
を訳し，生田春月は「ゲーテ詩集」 「ハイネ詩集」を訳し，その他にもゲ
ーテ，ハイネの研究翻訳は出たけれども，独逸浪漫派に関するものは数え
るばかりであった。
国会図書館編の「翻訳文学目録」から拾えば，大正2年に伊庭孝が「窓
に侍れる女」と題して， ホフマンのDesVettersEckfensterを訳し，
4年には木村恒がアイヒエンドルフのTaugenichtsを訳して「南国へ」
と題し， 9年には藤浪古雪がブーケのUndineを「アンデイン」として訳
し， 12年には鈴木富太部が叉「アンディーン」を訳した。この年にはアイ
ヒエンドルフを訳した大久保幸次が「のらくら者の日記より」と題して，
「幸福を追う人々」 「大理石の像」 「デュランデ城」をも収録した。 14年
には野上巖が「天国と地獄の間」を出して「スキュデリー嬢」 「砂男」
「ドオヂエとドガレッセ」を収載した。 15年には楠山正雄訳ティークの
「長靴を穿いた猫」 ，北村喜八訳ホフマンの「吸血鬼」 ，木村信児訳ホフ
マンの「廃屋」が出た筈である。研究としては，大正10年に出た高橋禎二
の「浪漫主義の世界観及び芸術観」位であろう。
高橋禎二は大正13年3月「文学原論」(E.Elster,PrinzipienderLite-
raturwissenschaft,Bd.1.1897,B 2191 )を訳述し我国にはじめてド
イツ文芸学を紹介したのであるが，同じ年の5月に，山岸光宣は「独逸に
於ける文学研究法の沿革」を雑誌「講座」に発表し， 11月，12月には同じ
雑誌に吹田順助教授が「ヴェルフリンのく根本概念＞と文学の比較研究」
を書いた。大正15年3月と6月には，雪山俊夫教授が「文芸学上の新潮に
就て（グンドルフに関する小管見）」を書いた。 ドイツ文芸学の動向， そ
の美学的と様式的との二つの流れは，大正末年に我国に紹介されたが，藤
代博士の「内面的形式」 （独逸文学第1輯） も亦，文芸学成立の根拠を述
べたのである。 ドイツ文芸学の紹介に寄与した「講座」は，大正15年4月
を以て廃刊することになり， その終刊号を「独逸文学号」とした。そして
吹田順助教授の「ヘルデルリン詩抄」とならんで，高尾国男教授の「ブリ
8
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一ドリッヒ・ヘルデルリン」なる長篇の論文が発表された。前年7月から
11月まで五回にわたって「ヘルデルリン作ヒュペーリオン研究」を「講座」
に連載して， ヒュペーリオン草案の変遷を追究し， その成立史を明らかに
した高尾教授は，更にヘルダーリンの評伝にいどまれたのであった。 ドイ
ツにおけるシェーラーに始まった文献学的研究は，ゲーテに集中された観
があるが， それが頂点に達して行詰ると，当時の新浪漫主義の思潮に呼応
して，研究対象は独逸浪漫派となり, 20世紀の開幕と共に発表されたディ
ルタイのヘルダーリン論を先駆として, 1920年代には俄かにヘルダーリン
研究は目覚ましいものとなった。高尾教授はそれらドイツに於ける精神史
的研究の成果を逸早く摂取して帰朝， その全著作に基いて，浪漫派詩人と
してのヘルダーリンの全生涯を研究されたものであり，当時我国独逸文学
界の賞讃を浴び7このである。 この年11月には，我国のドイツ文学研究の機
関誌として，始めて「独逸文学」第1輯が発刊されたが，高尾教授は「ノ
ヴァーリスの夜の讃歌に就て」なる論文を発表された。教授はノヴァーリ
スが，如何にして実際的楽天的な性格から浪漫的詩人となったかを明らか
にし，愛人の死を悼む心情が動因となった「夜の讃歌」の成立を究め， そ
の内容を論じてノヴァーリスの死生観に及んでいる。 この創刊号には，小
牧健夫教授が「浪漫的詩人としてのヘルデルリーン」を書いた。高尾教授
は，今は亡き小牧，吹田両教授と共に独逸浪漫派研究の開拓者であっﾅこ。
大正の末年は我国のドイツ文学研究にとって記憶すべき時期であって，す
でに昭和時代の盛観を予想せしめるものがあった。 （昭和39年8月19日）
DeutscheRomantikundJapan
ShigesadaSUZUKI
Esistgesagt,d BdieromantischenBewegungeninderMeiji-
LiteraturdurchdenengliIhenunddendeutschenRomantizismus
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-besonders durch Bayron in England und Goethe in Deutschland 
beeinflußt worden sind. Aber in den deutschen Dichtungen, die 
von Ogai Mori und 'den anderen übersetzt worden sind, zählt man 
die der deutschen Romantik sehr wenig. Es sind Goethe und 
Schiller, die auf die Literatur der Meiji-und Taish6- Periode Einfluß 
ausgeübt haben. Daß es nicht die deutsche Romantik, sondern die 
deutsche Klassik war, die das ganze Europa romantisiert hat, 
ist bei uns in Japan der Fall. Außer Goethe und Schiller hat Heine, 
der der letzte Dichter der Romantik war und sich übrigens über 
die Übertragung seiner Gedichte in Japan freute, damals die ro-
mantischen Tendenzen in Japan sehr angeregt. Es war etwa seit 
1925, Ende der Taish6-Periode, daß man die deutsche Romantik 
erst ordentlich bei uns zu studieren begonnen hat, während man 
durch den Aufschwung der Neu-Romantik in Deutschland die 
positivistische Literaturforschung der Schererschule aufgehoben 
und als Forschungsgegenstand die deutsche Romantik gewählt hat. 
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